
  東京大学医科学研究所ヒトゲノム倫理審査委員会 平成２２年度第１０回議事要旨 

 

日    時： 平成２３年３月７日（月） １４：００～１５：４５ 

場    所： １号館２階会議室 

出  席  者： 村上委員長 

水本、柘植、小池、加藤、渡邉（俊）、古川、渋谷の各委員 

陪  席  者： 神里研究倫理支援室特任助教 

        佐久間研究助成係長、岩本、吉田研究助成係主任 

 

（議事） 

１．倫理審査申請書の審査について  

（１）２２－５８「次世代シークエンサー解析支援」（新規） 

（申請者：ゲノム機能解析分野・准教授・長崎 正朗） 

 本件について、申請者である長崎 正朗 准教授及び分担研究者である渋谷 哲朗 准教授か

ら研究内容および解析支援サービスを行う理由について説明があり、審議の結果、以下の点

を条件に承認することとした。 

 なお、渋谷委員は、本研究における分担研究者であることから、本件の審議・採決には不

参加である。 

 

① 解析支援サービスの依頼機関が倫理的に適切な手続きを踏んだことを確認するための

チェックリスト等を作成し、解析依頼機関には倫理審査結果通知書等に加えてそれも依

頼に際して添付してもらうこと。 

② 基礎的な解析の依頼について、本研究計画の年次報告において報告すること。 

 また、カスタム解析依頼及び基礎的解析依頼の中で本委員会への付議が妥当であるとヒ

トゲノム解析センターの運営委員会で判断されたものについては、あらためて倫理申請

を行うこと。 

 

 なお委員から、本研究のような解析支援サービスについて、海外における事例等も確認し

ておくのが良いとの意見があった。 

 

（２）２２－４９「「SORDとの連携による希少難病疾患原因解明」におけるiPS細胞樹立支援」（修正） 

（申請者：幹細胞治療研究センター・助教・金子 新） 

 本件について申請者から、１月の委員会指摘事項に対する修正点について説明があり、審

議の結果、委員会指摘事項に対し、適切な修正がなされていることを確認し、これを承認す

ることとした。 

 

 なお、委員から、本研究の対象者は希少難病の患者の方々であることから、本研究への参

加にあたり、過度の期待を抱かれないよう、同意取得の際には十分配慮してほしいとの意見

があった。 

 

２．倫理審査申請書の修正の報告 

  委員長から、以下の修正申請等について承認した旨説明があり、了承された。 

・２２－３９「腫瘍の遺伝子発現解析に関する研究」 
（申請者：ゲノムシークエンス解析分野・教授・中村 祐輔） 

・２２－２４「統合失調症関連遺伝子の解析研究」 
 （申請者：癌細胞シグナル分野・教授・山本 雅） 

   ・２２－４２「インフルエンザウイルス感染による重症化肺炎の発生機構解明に関する 



    研究」（申請者：ウイルス感染分野・教授・河岡 義裕） 
・２２－７「薬剤性過敏症症候群の遺伝子多型解析」※共同研究機関倫理承認通知の確認 

    （申請者：ゲノムシークエンス解析分野・教授・中村 祐輔） 
・１０－５０〈※新領域創成科学研究科審査依頼案件〉 

    「ATL 発症高危険群の同定と発症予防法開発を目指して」  
    （申請者：新領域創成科学研究科・渡邉 俊樹 教授） 

・１０－５９〈※新領域創成科学研究科審査依頼案件〉 
    「エイズ関連リンパ腫検体を用いたmiRNA の網羅的発現解析と臨床応用への可能性の 
     検討」（申請者：新領域創成科学研究科・渡邉 俊樹 教授） 

 

３．迅速審査の報告 

  委員長から、以下の変更申請について、迅速審査により承認した旨説明があり、了承された。 

・２２－３９「腫瘍の遺伝子発現解析に関する研究」（変更） 
（申請者：ゲノムシークエンス解析分野・教授・中村 祐輔） 

 

４．前回（平成２２年度第９回）議事要旨の内容について承認した。 

 

５．その他 

 委員長から、来年度の委員会について委員の変更がある旨説明があり、次いで、委員長及び加 

藤委員から今年度で退任となる旨の挨拶があった。 

 

以 上 


